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あ
り
ま
す
Ố

　
原
則
ỏ
漏
水
の
場
合
で
も
水
道
料

金
を
い
た
だ
き
ま
す
が
ỏ
埋
設
部
分
ỏ

床
下
ỏ
壁
の
中
な
ど
ỏ
発
見
が
難
し

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
ỏ
水
道
料

金
の
減
免
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ỏ
早
め
に
左
記
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
Ố

　
宅
地
内
の
水
道
管
は
ỏ
お
客
様
の

財
産
で
す
Ố
日
ご
ろ
か
ら
点
検
・
管

理
を
心
掛
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

悪
質
業
者
に
ご
注

業
者
に
ご
注
意意

　
お
客
様
か
ら
の
依
頼
が
な
い
限
り
ỏ

市
職
員
が
直
接
ỏ
訪
問
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
Ố

　
職
員
は
ủ
身
分
証
明
書
Ứ
を
携
行

し
て
い
ま
す
の
で
ỏ
不
審
に
思
わ
れ

た
場
合
は
ỏ
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ

い
Ố

■問 
水
道
課
水
道
事
業
班
ớ
本
埜
支
所

内
・
緯
碓97 
1
1
1
1
ỜỐ

相
談
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
Ố

こ
ん
な
と
き
に
は

な
と
き
に
は
おお
届
け
を

　
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
・
異
動

に
関
す
る
こ
と
は
ỏ
す
べ
て
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
Ố

■問 
水
道
料
金
徴
収
業
務
受
託
者
・
第

一
環
境
㈱
ớ
緯
碓42 
8
2
0
1
ỜỐ

※
連
絡
が
な
い
と
水
道
を
使
用
し
な

く
て
も
ỏ
基
本
料
金
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
Ố

漏
水
を
点
検
し
ま
し
Ỷ

点
検
し
ま
し
Ỷ
うう

　
検
針
票
を
み
て
ủ
使
用
水
量
が
多

い
な
Ứ
と
思
ỳ
た
ら
ỏ
漏
水
の

チ
ỻ
ỽ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　
ま
ず
ỏ
宅
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉

め
て
ỏ
水
道
を
使
ỳ
て
い
な
い
状
態

に
し
て
く
だ
さ
い
Ố
こ
の
状
態
で
水

道
メ
ồ
タ
ồ
の
銀
色
の
部
分
が
回
転

し
て
い
る
と
ủ
漏
水
Ứ
の
可
能
性
が

水
道
水
の
ご
利
用
に

の
ご
利
用
に
ああ
た
ỳ
て

　
旅
行
な
ど
で
ỏ
長
い
間
家
を
留
守

に
し
た
時
な
ど
は
ỏ
給
水
管
の
中
に

水
道
水
が
長
時
間
滞
留
し
て
い
る
た

め
ỏ
消
毒
用
の
塩
素
が
少
な
く
な
り

ま
す
Ố
念
の
た
め
ỏ
最
初
の
バ
ケ
ツ

一
杯
分
程
度
は
飲
み
水
以
外
に
ご
使

用
く
だ
さ
い
Ố

加
入
手
続
き
は

手
続
き
は
ộộ

　
家
が
市
営
水
道
の
給
水
区
域
内
に

あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ỏ
工
事
は

指
定
給
水
装
置
工
事
の
事
業
者
ớ
以

下
ỏ
事
業
者
Ờ
に
依
頼
し
ま
す
Ố

臼
事
業
者
に
ỏ
工
事
を
申
し
込
み
ま
す
Ố

　
　
　
　
　
郭

渦
事
業
者
が
ỏ
市
水
道
課
に
工
事
の

申
請
書
を
提
出
し
ỏ
承
認
を
受
け
ま

す
Ố
　
　
　
　
　
郭

嘘
事
業
者
が
図
面
に
基
づ
き
ỏ
工
事

を
行
い
ま
す
Ố

　
　
　
　
　
郭

唄
工
事
が
完
了
す
る
と
ỏ
事
業
者
か

ら
市
水
道
課
へ
検
査
願
い
が
提
出
さ

れ
ま
す
Ố

　
　
　
　
　
郭

欝
市
水
道
課
職
員
が
図
面
に
基
づ
き

検
査
を
し
ま
す
Ố
合
格
す
る
と
給
水

を
開
始
で
き
ま
す
Ố

※
給
水
申
込
納
付
金
ỏ
工
事
費
な
ど

は
ỏ
お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
Ố
工

事
費
に
つ
い
て
は
ỏ
事
業
者
と
よ
く

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
便
利
に
な

り
ỏ
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
ỏ
い
つ
で
も

き
れ
い
な
水
道
水
が
出
て
き
ま
す
Ố

し
か
し
ỏ
こ
の
ủ
水
Ứ
は
無
限
に
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố
水
道
水

の
元
と
な
る
水
は
ỏ
川
の
水
ỏ
ダ
ム

に
た
め
た
水
ỏ
地
下
水
な
ど
で
す
Ố

　
川
な
ど
か
ら
取
り
入
れ
た
水
を
安

心
し
て
飲
め
る
水
道
水
に
変
え
る
た

め
に
ỏ
多
く
の
手
間
や
時
間
ỏ
費
用

が
か
か
り
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
近
年
の
少

雨
傾
向
に
よ
り
ỏ
渇
水
の
発
生
率
が

高
く
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
水
Ố
日

ご
ろ
か
ら
節
水
を
心
掛
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

市
営
水
道
の
概

水
道
の
概
要要

　
市
営
水
道
は
ỏ
大
森
ỏ
木
下
ỏ
小

林
地
区
ỏ
松
崎
工
業
団
地
ỏ
岩
戸
ỏ

大
廻
ỏ
鎌
苅
ỏ
平
賀
ỏ
平
賀
学
園
台
ỏ

山
田
ỏ
瀬
戸
ỏ
吉
高
地
区
が
給
水
区

域
で
す
Ố

　
現
在
は
ỏ
利
根
川
を
水
源
と
し
た

浄
水
を
購
入
し
て
ỏ
給
水
区
域
内
の

加
入
世
帯
約
6
街
2
0
0
戸
に
年
間

約
1
6
4
万
逢
給
水
し
て
い
ま
す
Ố

　
な
お
ỏ
千
葉
ニ
ỿ
ồ
タ
ウ
ン
区
域

に
つ
い
て
は
ỏ
千
葉
県
水
道
局
ỏ
本

埜
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
は
長
門
川

水
道
企
業
団
の
給
水
区
域
で
す
Ố

水は限りあは限りあるる
資源で　　　　　　資源ですす

金額（円）団体名金額（円）団体名金額（円）団体名金額（円）団体名金額（円）団体名
23,000ニ区7,500サングランデ印西牧の原ドアシティ9,352大塚三丁目64,000本郷250,000上町
24,500三区4,800ディアランド3,900セカンドアベニュー木刈団地43,000宮内63,000下町
5,000酒直卜杭2,100ローレルスクエア29,060木刈三丁目32,500白幡27,500幸町
51,500安食卜杭1,400戸神台二丁目32,800木刈四丁目17,500小倉51,500木下東一丁目
22,000将監91,500瀬戸15,000木刈六丁目30,500和泉36,828木下東町会
14,500印西市七区20,000山田8,000仲の側4,500浦幡新田40,500竹袋
30,000和71,500平賀55,850サードスクエア小倉台団地29,000武西30,500別所
36,500滝野一・二丁目73,000吉高5,850ファーストスクエア小倉台団地24,000戸神25,000宗甫
10,000オーベル牧の原41,500吉高台団地10,000セカンドスクエア小倉台10,000船尾１66,500平岡
23,500滝野四丁目15,000松虫5,000戸神台東15,500船尾２24,000馬場
2,669滝野五丁目120,500岩戸10,000内野中央団地19,000船尾３103,000小林台方
16,700滝野６丁目74,000師戸18,100内野東団地11,000船尾４65,000砂田
60,000 萩原35,000鎌苅20,000内野南第二団地16,500松崎第２12,500小林新田
11,500 エストリオいには野12,500大廻10,000内野西団地10,000松崎３43,300牧の里東
40,000 竜腹寺24,500造谷23,200原山中央7,500松崎三郷46,000牧の里南
14,000 滝56,000吉田5,600原山西10,000松崎５137,580牧の里中
10,000 物木地区41,000いには野美瀬4,400コロネード原山10,000ネオックス60,000牧の里西
30,062 個人50,000舞姫ウェルガーデン13,200高花二丁目北21,500結縁寺143,000大森第一
739,000 法人4,300舞姫１丁目2,600草深ふれあい30,000草上96,500大森第二

5,665,040合計18,200舞姫二丁目6,000高花四丁目23,000七軒屋35,500大森第三
500若萩中央41,500高花11,500内川23,500大森第四
3,000若萩おむすび11,700高花五丁目17,500柏木台35,000古新田
5,000若萩２丁目いにはの森410,000高花六丁目西8,000寺台41,000鹿黒
10,000若萩２丁目みなみ会10,000ルミナス高花5,000石道台31,500亀成
2,440わかいち東10,000桜苑西の原56,500原41,500発作上
41,500若萩一丁目駅前23,300高花六丁目東4,200草深三春17,000発作下
108,599平賀学園台5,000原山花の丘15,500泉67,000中ノ口
31,000戸崎1,500高花二丁目20,000牧の木戸一丁目16,000西埜原
40,000辺田前5,000西の原一丁目団地14,500多々羅田57,150七畝割
21,500荒野10,000西の原二丁目団地5,000戸神台37,500六軒第一
11,500角田5,000ガーデンコート西の原10,000木刈一丁目35,500六軒第二
76,000笠神15,000ルミエラガーデンズ37,300ファーストアベニュー木刈団地25,500六軒第三
32,000一区1,100西の原二丁目62,900ガーデンハウス木刈33,500六軒第四

釜 赤十字活動資金にご協力ありがとうございました 釜
　5・6月は赤十字運動月間です。日本赤十字社では、国内の災害時における
救援活動や国外の紛争・災害・病気などで苦しむ人々への救援活動のために、
事業資金のご協力をお願いしています。
　昨年度の社資募集額は、566万5，040円になりました。ご協力ありがと

うございました。（寄付をいただいた団体は下表参照）。
　今年度も市から町内会･自治会のみなさんに社資募集の依頼をしますので、
ご協力をお願いします。
■問 社会福祉課厚生班（緯内線255、256）。

たくさんのご寄付
　　ありがとうございます

　人権擁護委員の日は、昭和24年6月1日に人権擁護委員法が施行されたことにちなみ
制定されました。人権擁護委員は、広く社会の実情に通じ人権擁護に深い理解がある人
を市長が推薦し、法務大臣から委嘱を受けた人です。地域や小・中学校などで、人権の大
切さを伝える啓発活動や人権相談を行っています。
　
猿市の人権擁護委員を紹介します
葛上條眞由美氏葛今村朱實氏葛荒木充氏葛林悦夫氏葛渡邊傑氏葛服部惠美子氏
葛中嶋加奈江氏葛伊賀﨑眞理子氏（順不同）。
　
猿市役所や法務局で人権相談を行っています
　相談は無料で秘密厳守です。学校や職場などでのいじめ、誹謗中傷などでお困りでし
たら、お気軽にご相談ください。
■時 毎月第2金曜日・午前10時～正午、午後1時～3時。
■場 市役所会議棟2階（大森）。
■申 相談日1週間前の午前8時45分から、下記にて電話予約。空きがあれば当日受け付け
も可（今月号１３ページを参照）。
■問 市民課戸籍班（緯内線232・233）、　千葉地方法務局佐倉支局での相談は
（緯043－484－1222）まで。

６月１日は　人権擁護委員の日

×

家庭で水を使う際は
節水を心掛けましょう鎧


